
国の動向について
現在の状況 今後の予定等 頁数

病床機能報
告について

・機能ごとの定義が定性的なため、客観的な現状把握が
困難。

・また、病棟単位（診療所は１診療所単位）で医療機能を１
つ選択して報告することとされているが、実際の病棟には
様々な病期の患者が入院。

・厚生労働省「地域医療構想に関するワーキンググループ」に
おいて、定量的な基準も含めて検討中。

2P

医師等確保
対策につい
て

・新たな医療の在り方を踏まえた医師・看護師等の働き方
ビジョン検討会がH29年4月に報告書を作成。

・喫緊の課題として対応が必要な医師偏在については、
「医療従事者の需給に関する検討会医師需給分科会にお
いて、本報告書の内容を踏まえ、その具体化に向けた検
討を行い、短期的な方策を精査し必要な制度改正案を速
やかに取りまとめるべき」とされた。

・医療従事者の需給に関する検討会医師需給分科会において、
年末までのとりまとめに向けて対策を検討中。

6P

診療報酬の
改定

・H30年度に診療報酬、介護報酬が同時改定 ・診療報酬本体は、予算編成過程を通じて内閣が決定した改
定率を所与の前提として、中央社会保険医療協議会において、
初再診料、各種入院基本料など4千以上の診療報酬項目の点
数設定や算定条件について審議を行い、改定がなされる。

10P

介護医療院
について

・H29年5月に地域包括ケアシステム強化のための介護保

険法等の一部を改正する法律が成立し、新たな介護保険
施設として「介護医療院」を位置づけ。
・現行の介護療養病床は経過措置をH35年度末まで延長。

・具体的な介護報酬、基準等については、社会保障審議会介
護給付費分科会などで検討中。

11P

働き方改革
について

・「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関す
る法律案」について、国において次期国会への提出の準
備が進められている。

・医師については、医師法に基づく応召義務等の特殊性を踏
まえた対応が必要であることから、時間外労働規制の対象と
するものの、改正法の施行期日の５年後を目途に規制を適用
することとし、具体的には、医療界の参加の下で検討の場を設
け、２年後を目途に規制の具体的な在り方、労働時間の短縮
策等について検討し、結論を得るとされた、現在「医師の働き
方改革に関する検討会」において議論中。

12P

地域医療介
護総合確保
基金につい
て

・H30年度厚生労働省の概算要求において事項要求（具
体的な金額は予算編成過程で決められる）
・H29医療分は904億円

・県におけるH30年度基金活用事業について予算編成作業中。 17P
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-2- 厚生労働省　地域医療構想に関するワーキンググループ(H29.10.26)
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-6- 医療従事者の需給に関する検討会　医師需給分科会(H29.9.13)
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-10- 中央社会保険医療協議会総会(H29.8.9)



-11- 財政制度等審議会 財政制度分科会(H29.10.25)
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-17- H30年度厚生労働省所管予算概算要求の概要
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